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市
で
は
東
日
本
大
震
災
後
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
へ
の
対
策
と
し
て
、

専
従
の
対
策
室
の
立
ち
上
げ
や
放
射
線
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
始
め
る
な
ど
、
従
前
の
基
本
方
針
を
見
直
し
ま
し
た
。

白井市放射能汚染
対策協議会委員募集

　市では放射線対策に関する市の施策に
ついて評価などを行う放射能汚染対策委
員を募集します。
対象　市内在住の満20歳以上　2人
※原則平日の会議（月1回程度）に出席で
きる人に限ります。
任期　委嘱日から2年
報酬　会議1回につき5,000円
■申・■問　11月30日㈬（必着）までに所定
の申込書（環境課、各センター、市ホー
ムページにあります）に必要事項を記入
の上、郵送か直接環境課放射線対策室　
内線3287・8へ

　
市
で
は
国
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え

て
放
射
線
対
策
を
一
層
強
化
す
る
こ

と
と
し
、
新
た
に
「
白
井
市
に
お
け

る
暫
定
的
放
射
性
物
質
除
染
計
画
等

基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
暫
定
的
除
染
基
準
値

　
市
が
除
染
を
行
う
た
め
の
暫
定
的

な
除
染
基
準
値
を
、
地
上
か
ら
50
㌢

㍍
の
地
点
で
毎
時
0
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
と
定
め
ま
し
た
。

◆
除
染
対
策
優
先
順
位

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
て
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
除

染
を
優
先
的
に
進
め
、
平
成
24
年
3

月
末
日
ま
で
に
完
了
し
ま
す
。

　
雨
ど
い
下
や
落
ち
葉
な
ど
が
吹
き

た
ま
る
よ
う
な
地
点
で
局
所
的
に
線

量
が
高
い
地
点
は
、
そ
の
都
度
除
染

を
行
い
ま
す
。

◆
除
染
方
法

　
掃
き
直
し
、
覆
土
、
土
壌
の
削
り

取
り
、
落
葉
な
ど
の
除
去
、
高
圧
水

な
ど
に
よ
る
洗
浄
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
除
染
物
の
処
分
方
法

　
除
染
物
は
原
則
発
生
し
た
敷
地
内

で
適
切
に
管
理
を
行
い
ま
す
。

◆
放
射
線
対
策
本
部
、
放
射
線
対
策

室
の
設
置

　
市
の
対
応
を
総
合
的
・
計
画
的
に

検
討
し
、
除
染
計
画
の
実
施
を
推
進

す
る
た
め
に
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
お
よ
び
各
部
長
で
構
成
す
る
放
射

線
対
策
本
部
を
10
月
25
日
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
11
月
1
日
に
環
境
課
内
に
新
た
に

設
置
し
た
放
射
線
対
策
室
で
は
、
放

射
線
量
の
低
減
化
な
ど
に
つ
い
て
の

対
策
の
立
案
・
策
定
や
情
報
の
集
約
、

提
供
な
ど
を
行
い
、
関
係
各
課
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

方
針
策
定
後
の
測
定
お

よ
び
公
表

　
市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
公
園
や
そ
の
他
の
施
設
の

敷
地
中
心
部
、
砂
場
、
草
地
、
側
溝

な
ど
に
つ
い
て
月
に
1
回
の
頻
度
で

測
定
し
ま
す
。
そ
の
結
果
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

学
校
な
ど
に
お
け
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

　
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園

で
の
子
ど
も
の
生
活
実
態
に
即
し
て

受
け
る
年
間
放
射
線
量
を
推
計
す
る

た
め
、
市
内
在
住
の
職
員
な
ど
が
簡

易
型
積
算
線
量
計
を
24
時
間
携
帯
し
、

一
定
期
間
測
定
を
行
っ
た
結
果
か
ら

年
間
放
射
線
量
を
推
計
し
て
、
そ
の

結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

民
有
地
、
私
立
保
育
園
・

幼
稚
園
へ
の
対
応

　
民
有
地
な
ど
に
お
い
て
市
民
が
実

施
す
る
除
染
・
清
掃
作
業
に
、
必
要

な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
そ
の
際
に
発
生
し
た
除
染
物
は
、

そ
の
土
地
内
で
の
一
時
保
管
を
お
願

い
す
る
予
定
で
す
。

　
私
立
保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
へ
は
、

方
針
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
引
き
続

き
協
力
を
求
め
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

放
射
性
物
質
検
査
（
測

定
）
結
果

●
学
校
な
ど
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
市
内
4
カ
所
の
学
校
と
保
育
園
に

勤
務
す
る
職
員
な
ど
が
一
定
期
間
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
10
月
中
（
28
日

間
）
の
積
算
線
量
か
ら
推
計
す
る
年

間
推
計
線
量
は
4
カ
所
の
平
均
が

0
・
6
2
9
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、

4
施
設
と
も
学
校
な
ど
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
が
受
け
る
線
量
の
基
準
で

あ
る
「
原
則
年
間
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
」
を
下
回
る
も
の
で
し
た
。

●
水
道
水

　
北
千
葉
浄
水
場
と
北
総
浄
水
場
で

は
、
市
内
に
配
水
し
て
い
る
水
道
水

中
の
放
射
性
物
質
（
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
・
放
射
性
ヨ
ウ
素
）
の
測
定
を
毎

日
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
測
定
数
値
は
、
厚
生
労
働
省
が
示

し
た
「
乳
児
の
飲
用
に
関
す
る
暫
定

的
な
指
標
値
」
を
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
で
発
生
し
た
事
故
直
後
の
3

月
23
日
に
一
時
上
回
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
降
は
数
値
が
低
下
し
、
4
月

9
日
以
降
は
「
不
検
出
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　 

「
不
検
出
」
と
は
測
定
で
き
る
最

小
値
（
お
お
む
ね
5
〜
10
ベ
ク
レ
ル

毎
㌔
㌘
）
未
満
で
あ
る
こ
と
を
表
し

ま
す
。

●
農
産
物

　
市
で
は
県
と
合
同
で
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
、
市

単
独
で
カ
ブ
と
ネ
ギ
に
つ
い
て
放
射

性
物
質
検
査
（
放
射
性
ヨ
ウ
素
1
3

1
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
1
3
4
・
1

3
7
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
自
然
薯
は
10
月
19
日
、
カ
ブ
と
ネ

ギ
は
10
月
20
日
に
採
取
し
た
も
の
で

検
査
を
行
い
、
結
果
は
い
ず
れ
も

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　  「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
放
射
性
ヨ
ウ
素
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
も
定
量
下
限
値

（
自
然
薯
は
20
ベ
ク
レ
ル
毎
㌔
㌘
、

カ
ブ
と
ネ
ギ
は
10
ベ
ク
レ
ル
毎
㌔
㌘
）

未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
放
射
線
対
策
室
　
内
線

3
2
8
7 

・  

8
（
基
本
方
針
）  

、
上

下
水
道
課
維
持
管
理
班
　
内
線
3
4

5
4  

・
5
（
水
道
水
測
定
結
果
）  

、

農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
1
・

2
（
農
産
物
検
査
結
果
）

市民活動まつり2011
　市内では、さまざまなボランティアや市民活動団体が新た
な地域社会の担い手として活躍しています。
　この活動をより多くの人に知ってもらうため、市民活動ま
つりを開催します。
　当日はいろいろなイベントや展示、食べ物などの販売や無
料配布、楽器の演奏や踊りなどを行います。
　当日のプログラムは11月11日㈮に自治会等長を通じて既に
全戸配布済みの市民活動推進センター情報紙「FRONTIER（フ
ロンティア）　Vol.32」で確認してください。
日時　12月3日㈯　午前10時～午後3時30分
場所　保健福祉センター
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151・2、市民活
動推進センター☎（498）0705

昨年の様子（双葉会による活動報告）

　貸し出し機器は大気中の放射線量（ガンマ線）を測
定するためもので、ベクレルで表示される食品や水、
土壌などの測定はできません。
　貸し出しの詳細は次のとおりです。
時間　午前9時～正午、午後1時～ 4時
対象　市内に住所または固定資産を有する個人および
事業者
台数　2台
※1回の貸し出し台数は1人または1団体につき1台です。
　貸し出し台数は12月1日㈭から8台になります。
■申・■問　放射線量測定器貸出申請書（環境課にありま
す）に必要事項を記入の上、直接環境課放射線対策室
内線3287 ・  8へ
※申請者本人の身分確認をしますので、申請者本人の
運転免許証や保険証などを持参してください。

放
射
線
対
策
へ
の
取
り
組
み

放射線測定器の貸し出し

空間放射線測定器（環境放射線モニタ PA‐1000）



市の人事、行政運営などの
状況を公表します

　市では「白井市人事行政の運営等の公表に関する条例」の規定に基づき
市の職員数、職員の給与や勤務時間などの勤務条件、服務の状況などを公
表します。
■問　総務課人事班　内線3314・5

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

部門
職員数

対前年増減数
平成22年職員数 平成23年職員数

一般行政
（うち福祉部門）

313
（116）

298
（99）

△15
（△17）

教育 76 73 △3

公営企業など 40 41 1

合計 429 412 △17

※△はマイナスを表します。

（イ）一般行政職職員の級別職員数の状況（平成23年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補 主事 主任主事
主査補 主査 副主幹

課長 部長
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） 14 12 69 65 42 33 30 7 272
構成比（㌫） 5.2 4.4 25.4 23.9 15.4 12.1 11.0 2.6 100

◆職員の給与の状況
（ア）平成22年度普通会計決算における人件費の状況

住民基本
台帳人口 

（平成22年度末）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B/A）

（参考） 
21年度の
人件費率

61,073人 16,951,815千円 678,412千円 3,236,137千円 19.1㌫ 18.7㌫

（イ）平成22年度普通会計決算における職員給与費の状況

職員数
（A）

給与費
１人当たりの
給与額（B/A）給料 職員手当

期末・
勤勉手当

計（B）

370人 1,423,229千円 247,979千円 519,603千円 2,190,811千円 5,921万円

（エ）職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成23年4月1日現在）
一般行政職職員 技能労務職職員

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

353,760円
445,882円
（391,992円）

44.4歳 274,059円
324,494円

（298,464円）
52.4歳

※カッコ内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較ができる
よう通勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたものです。

（オ）職員の初任給の状況
区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 178,800円 192,800円

高校卒 144,500円 155,700円

（ウ）職員の主な手当の状況（平成23年4月1日現在）
区分 内容・支給状況

扶養手当

扶養親族のある職員に支給する手当
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がない場合は、1人
目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算

住居手当
借家などに居住し、家賃を支払っている職員などに支給する手当
●借家　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給（家賃が月額
12,000円を超える場合に限る）

通勤手当

通勤距離が片道2㌔㍍を超えて電車やバス、自家用車などにより通勤す
る職員に支給する手当
●電車・バス　6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円まで全額支給
●自家用車など　使用距離に応じて月額2,000円から24,500円まで支給

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額を支給する手当
●部長職　月額70,500円　●参事職　月額61,100円
●課長職　月額57,500円　●主幹職　月額44,300円
※人件費抑制措置により10㌫減額

管理職
特別勤務
手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要により休日などに
勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000円までを支給（勤務時間が
6時間を超える場合は50㌫増し）する手当

地域手当

職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映されたものにする
ための手当
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100
※人件費の抑制措置により5/100に減額

特殊勤務
手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著しく特殊な勤
務に従事したときに支給する手当
●防疫処理手当　日額300円　●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行旅病人1件に付
き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円

時間外
勤務手当 
（休日勤
務手当を
含む）

通常の勤務時間を超過して勤務したときに支給する手当（管理職を除く）
●勤務日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時間給単価×
125/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜勤務は150/100）
●週休日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時間給単価×
135/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜勤務は160/100）

期末・
勤勉手当

退職
手当

民間のボーナスに相当する手当
●期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
●勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合

手当 6月期 12月期 年計
期末手当 1.25月 1.35月 2.60月
勤勉手当 0.70月 0.65月 1.35月
計 1.95月 2.00月 3.95月

※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、職制上の職務
の級による加算処置があります。

退職時の給料月額に下表の支給率を乗じて基本額とし、在職中の職務の
級に応じて決定される調整額と合算した手当で、退職手当制度の改正に
より緩和措置として3年間の経過措置があり、旧制度と新制度のいずれ
かを支給
●退職勧奨による退職　定年年齢との差1年につき2㌫加算（20㌫限度）

区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 23.50月分 33.50月分 47.50月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況
1週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日
38.75時間 午前8時30分 午後5時15分 正午から午後1時まで 土・日曜日

※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り振りを変
更することにより対応しています。

（イ）休暇等の状況
休暇の種類 休暇日数など

年次有給休暇
1年につき20日間（前年に未使用日数がある場合は、最大20日を
翌年繰越）

特別休暇
夏季休暇、産前・産後休暇、配偶者出産休暇、結婚休暇、育児
時間休暇、忌引休暇など

病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場合、必要最小限度の期間

介護休暇
（無給）

負傷・疾病または老齢により2週間以上にわたり父母・子など親
族を介護しなければならない場合、6カ月（再取得可）を限度と
して必要と認められる期間

育児休業
（無給）

満3歳に満たない子を養育するため当該子が3歳に達する日まで
の期間を限度とする期間

育児部分休業
（無給）

小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため1日2回30分
単位で2時間を超えない範囲

◆職員の分限および懲戒処分の状況
（ア）分限処分の処分状況（平成22年度）

処分事由
処分者数（人）

免職 休職 降任 降給

勤務実績が良くない場合

心身の故障の場合 7

職に必要な適格性を欠く場合

職制、定員の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じ
た場合

刑事事件に関し起訴された場合

◆特別職等の給料などの状況（平成23年4月1日現在）
　現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料
市長 830,000円（747,000円） 6月期

12月期
計

　1.90月分
　1.95月分
　3.85月分

副市長 690,000円（655,500円）
教育長 650,000円（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期

12月期
計

　2.10月分
　2.30月分
　4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料のカッコ内は減額措置を行った後の金額です。

◆平成22年度公平委員会業務の状況
勤務条件に関する措置の要求に係る事項 該当案件なし

不利益処分に関する不服申し立てに係る事項 該当案件なし

（イ）懲戒処分の処分状況（平成22年度）
該当なし

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
10
月
29
日
に
実
施
し
た
事
業
仕
分

け
の
判
定
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
事
前
研
修「
模
擬
事
業
仕
分
け
」

で
行
っ
た
「
広
報
紙
発
行
事
業
」
の

判
定
結
果
は
「
再
検
討
・
見
送
り
」

が
2
人
「
要
改
善
」
が
24
人
「
現
行

通
り
」
が
4
人
で
し
た
。

　
判
定
結
果
は
市
の
最
終
判
断
と
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
判
定

結
果
は
で
き
る
限
り
尊
重
し
、
関
係

平成23年度白井市事業仕分け判定結果

事業名

市民判定人・仕分け判定結果 仕分け人・仕分け判定結果（参考）

行政の関与・不要 行政の関与・必要 行政の関与・不要 行政の関与・必要

不要
再検討・
見送り

国・県・
広域

要改善
現行
通り

不要
再検討・
見送り

国・県・
広域

要改善
現行
通り

家庭児童相談事業 0 0 2 23 4 0 0 0 5 0

介護予防事業 0 2 3 21 3 0 3 0 2 0

教育の情報化推進事業 0 3 3 19 4 1 2 0 2 0

文化会館自主事業運営事業 9 14 0 6 0 4 1 0 0 0
市民活動推進センター管
理・運営事業 5 9 0 13 2 0 4 0 1 0

農業・農村交流事業 5 15 0 8 1 3 2 0 0 0

不法投棄防止対策事業 0 1 1 24 3 0 1 0 4 0

バス交通推進事業 0 3 0 22 4 0 2 0 3 0
※仕分けの判定結果は、市民判定人（29人）の結果を採用し、仕分け人（5人）の結果は参考とします。
　市民判定人の判定結果が同数の場合は、行政の関与不要と必要（青色字・黒色字）のそれぞれの項目の票
数を足し合わせ、数の大きい方の判定結果を優先し、さらに同数の場合は両方を判定結果としています。

部
署
に
お
い
て
検
討
を
行
い
、
今
後

の
市
の
対
応
を
決
定
し
ま
す
。

　
市
民
判
定
人
か
ら
出
さ
れ
た
主
な

意
見
、
市
が
来
年
度
以
降
の
予
算
や

事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
た
も
の
、
反

映
で
き
な
い
理
由
な
ど
の
詳
細
は
、

決
定
次
第
広
報
し
ろ
い
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
室
　
内

線
3
3
8
1

事
業
仕
分
け
判
定
結
果

危 険 叙 勲
　叙勲は国や公共に対し功労のあっ
た人、社会の各分野において優れた
行いのあった人などに授与されるも
のです。
　瑞宝双光章
　工藤晴弘さん
　（元警視庁警視・七次台在住）
　小林靖さん
　（元警視正・清水口在住）
　鈴木純さん
　（元県警視・七次台在住）
　瑞宝単光章
　川上徹さん
　（元警視庁警部・冨士在住）

Q
　
結
婚
式
の
写
真
撮
影
が
式
の
前

に
あ
る
た
め
、
エ
ス
テ
店
で
美
顔
エ

ス
テ
と
脱
毛
処
理
を
受
け
た
。
事
前

に
ア
ト
ピ
ー
体
質
で
肌
が
弱
い
こ
と

は
伝
え
た
。
施
術
の
翌
日
が
写
真
撮

影
の
予
定
だ
っ
た
が
、
顔
が
赤
く
腫

れ
て
か
ゆ
み
も
あ
っ
た
の
で
写
真
が

撮
れ
な
か
っ
た
。
業
者
は
施
術
料
金

を
返
金
す
る
と
言
っ
た
が
、
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
で
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き

い
。
こ
の
対
応
で
は
納
得
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
20
代
・
女
性
）

A
　
結
婚
式
を
控
え
た
女
性
が
主
に

利
用
す
る
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
エ
ス
テ
」

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
結
婚
式

や
事
前
の
写
真
撮
影
な
ど
、
当
日
近

く
に
行
わ
れ
た
施
術
で
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
見
ら
れ
、
美
顔
エ
ス
テ
の
ほ

か
に
痩
身
エ
ス
テ
や
脱
毛
エ
ス
テ
、

ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

相
談
が
目
立
ち
ま
す
。

　
事
例
の
よ
う
に
施
術
前
に
相
談
者

が
「
肌
が
弱
い
」
な
ど
、
自
分
の
体

質
を
伝
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
相
談
者
に
事
業
者
と
話
し

合
う
よ
う
に
伝
え
、
合
わ
せ
て
法
律

ブ
ラ
イ
ダ
ル
エ
ス
テ
で
被
害
に
遭
う

相
談
を
受
け
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

事
業
者
は
消
費
者
に
対
し
て
十
分
な

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
必
要
に
応
じ
て

パ
ッ
チ
テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
細
心
の

注
意
を
は
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と
き
は
当
事

者
の
気
持
ち
を
考
え
た
対
応
も
求
め

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
大
切
な
結
婚
式
や
事
前
の
写
真
撮

影
な
ど
に
影
響
す
る
リ
ス
ク
を
考
え

て
、
そ
の
直
前
に
ブ
ラ
イ
ダ
ル
エ
ス

テ
の
施
術
を
受
け
る
の
は
控
え
た
方

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
施
術
に
よ
っ
て
は
医
師
な
ど
の
免

許
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
の
で
、
施

術
内
容
や
資
格
に
つ
い
て
確
認
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
事
前
に
ア
レ
ル

ギ
ー
や
肌
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
自
分
の
体

質
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
施
術
を
受
け
て
い
て
少
し
で
も

異
常
を
感
じ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
施

術
を
や
め
て
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2

階
相
談
室
）

148

平成22年度事業の主な評価・推進状況

事業名 計画・
目標 実績 評価結果と

判断理由
今後の方向性、

改革・改善計画など

乳幼児・
小学生医
療費助成
事業

1年間の
受給件数
73,275件

1年間の
受給件数
79,557件

良好
　子育て支援と
して保護者の経
済的負担の軽減
と乳幼児・小学
生の保健対策が
図れた。

拡充・重点化
　これまで小学校3年生
までとしていた通院費助
成を平成24年度から小学
校6年生まで拡大し、通
院費、入院費ともに小学
校6年生まで助成する。

災害対策
事業

民間との
応援協定
締結数
24件

新規応援
協定締結
数
1件

民間との
応援協定
締結数
23件

新規応援
協定締結
数
1件

概ね良好
　国との新規応
援協定を1件締
結できたが、民
間との応援協定
締結目標の24件
には至らなかっ
た。小・中学校
以外への防災用
備蓄機材の整備
が課題。

拡充・重点化
　小・中学校以外の避難
所等への防災備蓄機材の
配置について、必要性を
検討した上で、地域防災
計画の見直しに反映する。

脳ドック
受検費用
助成事業

助成件数
100件

助成件数
120件

良好
　助成件数が、
目標値を20％上
回ったため。

効率化及び拡充・重点化
　脳ドックの助成の助成
対象要件や内容を見直し、
加えて人間ドックの助成
についてサービスの拡充
を検討する。

団塊・シ
ニア世代
活動支援
事業

方針の策
定

方針の策
定ができ
なかった

不良
　計画していた
方針の策定がで
きなかったため。

見直しの上継続
　「しろい生涯学習人材
バンク登録運用事業」の
活用を盛り込んだ事業展
開を検討した上で、市の
方針を決定していく。

ごみゼロ
運動事業

参加者数
5,500人

参加者数
10,901人

良好
　市民参加によ
る事業で運動の
趣旨が浸透し、
環境美化に対す
る意識の向上が
図られた。

類似事業と統合し、継続
　平成23年度から類似事
業の清掃団体を支援する
「環境美化事業」等と統
合。統合後の事業名「環
境美化推進事業」の中で
引き続きごみゼロ運動事
業を行っていく。

懇談会の
開催

懇談会開
催回数
10回

市民との
直接対話
回数
12回

懇談会開
催回数
5回

市民との
直接対話
回数
4回

やや不良
　目標値を下
回ったため。

拡充・重点化
市民との対話を重視して
いくため拡充していく。

事
務
事
業
評
価
を
公
表
し
ま
す

〜
総
合
計
画
の
進
行
管
理
〜

　
市
で
は
第
4
次
総
合
計
画
の
将
来

像
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま

ち
し
ろ
い
」
を
実
現
す
る
た
め
、
実

施
計
画
に
基
づ
き
具
体
的
な
事
務
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
進
行
管
理
と
活
用

　
事
務
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

シ
ー
ト
に
よ
り
「
目
的
」
「
対
象
」

「
手
段
」「
成
果
」
な
ど
を
明
確
に
し
、

評
価
指
標
（
数
値
）
な
ど
で
職
員
が

自
己
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基

に
事
務
事
業
の
改
善
や
見
直
し
を
進

め
な
が
ら
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
進
行
管
理
は
予
算
編
成
に
も

活
用
す
る
と
と
も
に
、
職
員
自
ら
が

評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
そ

の
事
業
を
見
つ
め
直
す
な
ど
、
職
員

の
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
平
成
22
年
度
に
行
っ
た

2
9
6
事
業
に
つ
い
て
の
実
施
後
の

評
価
と
、
平
成
24
年
度
か
ら
新
た
に

予
算
を
計
上
し
て
事
業
を
始
め
る
予

定
の
2
事
業
に
つ
い
て
、
実
施
前
の

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
評
価
方
法
は
担
当
課
に
よ
る
自
己

評
価
（
1
次
評
価
）
に
加
え
、
庁
内

で
組
織
す
る
評
価
委
員
会
に
よ
る
評

価
（
2
次
評
価
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
新
規
事
業

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
　
介

護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
創
設
に
よ

り
、
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
た
介
護

予
防
を
推
進
し
ま
す
（
高
齢
者
福
祉

課
）

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
・
推

進
事
業

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
区

住
民
と
協
働
し
て
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す

（
企
画
政
策
課
）

評
価
結
果
の
公
表

　
各
事
務
事
業
の
評
価
シ
ー
ト
や
評

価
結
果
の
一
覧
は
、
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
予
算
に
係
る
各
事
業

の
評
価
シ
ー
ト
の
項
目
は
2
月
中
旬

以
降
に
公
表
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
3

平成22年度事業（296事業）の総合評価結果

良好
183事業
（62％）

おおむね良好
88事業
（30％）

無記入
1事業
（0％）

不良
8事業
（3％）やや不良

16事業
（5％）

総合計画とは
　総合計画は市が総合的・計
画的に行政運営を進めていく
上で長期的な基本指針となる
市の最も上位に位置付けられ
る計画で「基本構想」「基本
計画」「実施計画」から成っ
ています。

単位：人

2011.11.153



高
齢
者
の
体
操

　
高
齢
者
に
お
け
る
体
力
・
筋
力

の
維
持
・
向
上
に
は
、
続
け
て
の

体
操
（
運
動
）
が
有
効
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
毎
日
体
を
動
か

す
と
、
足
・
腰
・
腹
部
な
ど
の
筋

力
が
ア
ッ
プ
し
体
力
が
つ
い
て
丈

夫
に
な
り
、
転
倒
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
歩
行
能
力
が
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
の
幅

も
広
が
り
、
脳
の
活
性
化
に
も
な

り
ま
す
。

　
激
し
い
運
動
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
年
齢
や
体
力
に
応
じ
て
無
理

の
な
い
よ
う
に
続
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
体
の
状
態
に
よ
っ
て
は

座
っ
た
ま
ま
や
寝
た
ま
ま
で
、
で

き
る
体
操
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

脳
の
活
性
化
に
は
手
の
動
き

　
少
し
ず
つ
手
や
指
の
動
き
が
鈍

く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

手
・
指
の
動
き
は
脳
の
活
性
化
に

良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
指
の
屈
伸
運
動
（
グ
ー
・
チ
ョ

キ
・
パ
ー
な
ど
）
を
10
か
ら
20
回

繰
り
返
す
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
動
き
な
ら
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

肩
こ
り
防
止

　
肩
こ
り
は
肩
の
筋
力
ア
ッ
プ
で

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

①
ゆ
っ
く
り
と
腕
を
上
下
に
動
か

す
（
両
ひ
じ
を
外
側
に
手
は
肩
に

触
れ
ゆ
っ
く
り
上
下
運
動
）

②
肩
を
ゆ
っ
く
り
回
す

③
肩
を
左
右
に
広
げ
る
（
両
ひ
じ

を
胸
の
前
に
、
手
は
肩
に
触
れ
、

90
度
以
上
ゆ
っ
く
り
開
く
）
こ
れ

ら
を
10
回
位
繰
り
返
す
事
で
肩
こ

り
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

腰
痛
予
防

　
腰
痛
体
操
で
腰
部
の
筋
肉
を
鍛

え
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
仰
向
け

の
状
態
で
の
体
操
で
す
。

①
片
足
ず
つ
ひ
ざ
を
両
手
で
抱
え
、

ゆ
っ
く
り
と
胸
ま
で
引
き
寄
せ
、

そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
10
秒
止
め
、

ゆ
っ
く
り
と
元
に
戻
し
反
対
側
も

同
様
に
す
る

②
片
足
の
膝
裏
を
両
手
で
抱
え
、

真
上
に
ゆ
っ
く
り
と
膝
を
伸
ば
し

た
姿
勢
で
10
秒
止
め
、
ゆ
っ
く
り

元
に
戻
し
反
対
側
も
同
様
に
す
る

え
ん
げ
体
操
に
も
ト
ラ
イ

　
高
齢
に
な
る
と
食
べ
物
を
飲
み

込
む
際
に
、
気
管
や
肺
に
入
っ
て

し
ま
う
「
え
ん
げ
障
害
」
を
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
予
防

方
法
は
舌
を
出
し
て
上
下
左
右
に

動
か
し
た
り
、
頬
を
膨
ら
ま
し
た

り
、
へ
こ
ま
し
た
り
、
発
声
練
習

を
す
る
こ
と
で
、
と
て
も
効
果
的

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
く
だ
さ
い
。

事
業
者
紹
介

　
通
所
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と

で
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
を
お

図
る
施
設
で
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
併
設
し
て
い
ま
す
。

白
井
聖
仁
会
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
池
の
上
1
―
15
―

1
）
☎
（
4
9
1
）
3
1
1
1

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
08

白
井
聖
仁
会
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
白
井
駅
前
と
西
白
井
駅
前
の
市
営

駐
輪
場
を
定
期
利
用
す
る
に
は
年
度

ご
と
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
平
成
24
年
度
分
の
申
請
受
付
は
12

月
1
日
㈭
か
ら
27
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
現
在
の
駐
輪
場
定
期
利
用
者
も
再

度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
（
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
今
後
の
広
報
し
ろ
い
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）。

【
平
成
24
年
3
月
ま
で
の
定
期
利
用
】

　
現
在
空
き
が
あ
る
駐
輪
場
を
先
着

順
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
空
き
状

況
は
市
民
安
全
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

12
月
１
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

〜
駅
前
駐
輪
場
平
成
24
年
度
定
期
利
用
申
請
〜

時
ま
で
）

※
祝
日
は
終
日
休
み
で
す
。

場
所

　
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

内
容

　
地
域
活
動
の
案
内
、
市
民
活

動
紹
介
、
新
規
団
体
設
立
、
N
P
O

法
人
化
な
ど
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
N
P
O
法
人
化
手
続
き
な
ど
専
門

的
な
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
　
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
8
）
0
7
0
5
・
℻
（
4
9
8
）

0
7
0
6
・

 in
fo
@
sh
iro
i-

sk
.org

手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン

デ
イ

　
手
賀
沼
を
き
れ
い
に
し
て
、
住
み

よ
い
ふ
る
さ
と
を
作
る
た
め
の
清
掃

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
12
月
4
日
㈰

集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
9
時
・
市

役
所
前
（
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
）

清
掃
場
所

　
金
山
落
（
名
内
橋
〜
今

井
三
号
橋
の
桜
並
木
）

※
市
役
所
前
に
集
合
し
、
現
地
へ
の

送
迎
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
行
い
ま
す
。

服
装
　
作
業
し
や
す
い
服
装

申
　
12
月
2
日
㈮
正
午
ま
で
に
、
市

環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3
2
7

7
へ

　工事中は交通誘導員を配置し、車両は片側交互通
行となります。
　工事は昼間に行い、夜間の交通規制はありません。
期間　～平成24年3月下旬
場所　下図の　　部分
※　　部分は通行止めです（3日間程度で、詳細は
看板で確認してください）。
■問　上下水道課計画建設班 　内線3453

水道管布設工事のお知らせ

　工事中は交通誘導員を配置し、車両は片側交互
通行となります。
　工事は夜間に行います。
期間　～ 12月下旬（工事日数は10日間程度）
場所　下図の　　部分
■問　道路課管理用地班 　内線3214

舗装修繕工事のお知らせ
す
（
敬
称
略
）。

防
犯
功
労
団
体

　
冨
士
東
自
治
会

防
犯
功
労
者

　
武
田
良
昭
（
少
年
指

導
委
員
）、
秋
本
博
嗣
（
少
年
指
導

委
員
）、
今
井
文
夫
（
少
年
指
導
委

員
）、
佐
々
木
悌
郎
（
防
犯
指
導
員
）、

永
友
英
信
（
防
犯
指
導
員
）

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
〜
3

白
井
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
関
す
る
不
服
に
つ
い
て
、
中

立
的
・
専
門
的
立
場
か
ら
不
服
の
内

容
を
審
査
・
決
定
す
る
執
行
機
関
で

す
。

　
平
成
23
年
第
3
回
定
例
市
議
会
に

く
だ
さ
い
。

【
駐
輪
場
の
利
用
の
注
意
】

○
指
定
駐
輪
場
以
外
へ
の
駐
輪
や
無

許
可
駐
輪
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い

○
原
動
機
付
自
転
車
に
よ
る
歩
道
走

行
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う

○
自
転
車
の
鍵
の
掛
け
忘
れ
に
注
意

し
、
盗
難
防
止
の
た
め
2
重
に
鍵
を

掛
け
ま
し
ょ
う
（
駐
輪
場
内
で
の
自

転
車
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す
）。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
〜
3

防
犯
功
労
団
体
お
よ
び

防
犯
功
労
者
の
表
彰

　
10
月
12
日
に
県
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
「
2
0
1
1
地
域
防
犯
ボ
ラ

テ
ィ
ア
県
民
大
会
」
に
お
い
て
防
犯

功
労
団
体
や
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
内
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

問
　
市
環
境
課
、
美
し
い
手
賀
沼

を
愛
す
る
市
民
の
連
合
会
　
山
木

0
9
0
（
5
4
3
3
）
3
5
1
7

中
小
企
業
融
資
制
度

　
市
で
は
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
得
て
低
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
り

市
税
に
滞
納
が
な
い
人

※
融
資
内
容
に
よ
り
、
対
象
条
件
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

融
資
限
度
額
・
返
済
期
間
　
運
転

資
金
1
、
0
0
0
万
円
以
内
（
5

年
以
内
）、
設
備
近
代
化
資
金
2
、

0
0
0
万
円
以
内
（
7
年
以
内
）

※
ほ
か
に
独
立
開
業
資
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

融
資
利
率

　
2
・
6
㌫
〜
3
・
2
㌫

取
扱
金
融
機
関

　
千
葉
銀
行
（
白
井

支
店
・
小
室
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
・

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店
）
京
葉
銀

行
（
白
井
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
）
千
葉
興
業

銀
行
（
白
井
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
）

千
葉
信
用
金
庫
白
井
支
店

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
1

西白井駅

【犯罪被害者週間―11月25日㈮～ 12月1日㈭】
　犯罪被害などに遭った人やその家族が、犯罪により受
けた被害から立ち直り、再び地域で平穏に過ごせるよう
になるためには、地域の皆さんの理解と配慮が必要です。
【犯罪被害者相談の窓口】
　各種犯罪の被害に対する相談窓口を開設しています。
相談サポートコーナー☎043（227）9110（プッシュ回
線または携帯電話からは「#9110」でつながります）
女性被害110番☎043（223）0110
少年センター（ヤング・テレホン）☎0120（783）497
女性相談所（電車内における痴漢など）☎0120（048）
224・ tekkeisoudan@police.pref.chiba.jp
暴力団相談☎043（254）8930
■問　県警察本部犯罪被害者支援室☎043（201）0110（代
表）、印西警察署警務課☎0476（42）0110（代表）、市
市民安全課交通防犯班内線3321 ～ 3

お
い
て
、
押
田
剛
さ
ん
（
納
税
者
）

が
再
任
さ
れ
、
小
林
正
直
さ
ん
（
学

識
経
験
者
）、
高
倉
聡
子
さ
ん
（
学

識
経
験
者
）
を
含
め
た
3
人
が
現
在

の
委
員
で
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班
　
内
線
3
1
2

2市
民
活
動
な
ん
で
も
・

い
つ
で
も
相
談

　「
地
域
で
何
か
を
や
っ
て
み
た
い

人
」「
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
」

を
対
象
に
な
ん
で
も
・
い
つ
で
も
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
が

住
み
良
い
地
域
へ
、
自
分
た
ち
主
体

で
創
造
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
価
値
観
・
知
恵
・
能
力
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
づ
く
り
に
生
か

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
火
〜
日
曜
日

　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
水
・
土
曜
日
は
午
後
9

犯罪被害者支援

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

公民センター

白井第二小学校

河
原
子
街
道

白井第一工業団地

給食センター

コンビニエンスストア

← 柏市

印西市 →

← 鎌ケ谷市

印西市 →

委嘱を受ける委員
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子宮頸がん予防ワクチンって何？

　「子宮頸
けい

がん」はヒトパピローマウイルス（HPV）
というウイルスに感染して発症することを知ってい
ますか。このウイルスには女性なら誰でも感染する
可能性があります。しかし感染したからといってす
ぐ「がん」になるわけではありません。ほとんどの
人が自然排除されますが、ごく一部の人では数年か
ら十数年かけて「前がん病変」という状態を経て「子
宮頸がん」を発症します。
　HPVの型は100種類以上ありますが、子宮頸がん
発症にかかわる型の70㌫は、16型と18型が占めて
います。この16型・18型の感染を予防できるワク
チンが現在日本で接種可能となっています。
　ワクチンはあくまでもHPVの2種類の予防しかで
きません。20歳を過ぎたら、2年に1回は子宮頸が
ん検診を受けるよう心掛けましょう（市では平成23
年4月1日から平成24年3月31日まで中学1年生から
高校1年生の女子に対し接種費用の助成を行ってい
ます。助成希望者は印鑑と接種を受ける人の保険証
を持参して市健康課で手続きをしてください）。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

検 診 の 現 場 か ら　vol.8

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　
妊
婦
さ
ん
と
生
後
6
カ
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
で
す
。

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
や
親
子

遊
び
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時

　
12
月
7
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
妊
婦
お
よ
び
生
後
6
カ
月
ま

で
子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参
加
）

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

健診結果相談会
～健診結果はからだの中をうつす鏡です～

　健診結果の見方を学び、食事や運動について生活習慣
の振り返りをしませんか。　病気を予防し生き生きとし
た生活を送るために、ちょっと気になった時から先手を
打ちましょう。
　希望者には講話後に個別相談も行います。
日程･場所　12月5日㈪・保健福祉センター、6日㈫・西
白井複合センター、8日㈭・白井駅前センター
時間　午前9時30分～（受け付け　午前9時15分～）
対象　市内在住で今年度の特定健診や人間ドッグなどの
健康診断の結果を相談したい人
内容　講話（健診結果の見方と食生活や運動など生活習
慣の振り返り）、個別相談（1人15分程度で希望者のみ）
講師　保健師・栄養士
持ち物　健診結果票、筆記用具
■申・■問　電話で健康課健康づくり推進班（497）3494へ

市
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
て

〜
7
地
区
で
住
民
座
談
会
を
開
催
〜

　
座
談
会
で
は
各
地
区
に
共
通
し
て

あ
る
心
配
ご
と
、
地
区
の
特
徴
が
表

れ
た
困
り
ご
と
、
課
題
解
消
に
向
け

た
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

座
談
会
参
加
状
況

白
井
第
一
小
学
校
区
　
15
人

白
井
第
二
小
学
校
区
　
15
人

白
井
第
三
小
学
校
区
　
22
人

南
山
中
学
校
区
　
21
人

大
山
口
小
学
校
区
　
40
人

七
次
台
中
学
校
区
　
29
人

桜
台
小
学
校
区
　
19
人

共
通
の
課
題

〔
住
民
の
顔
が
み
え
な
い
〕

○
自
治
会
の
な
い
地
区
、
自
治
会
に

入
ら
な
い
住
民
が
増
え
て
い
る

○
役
員
に
な
る
の
が
負
担
で
退
会
し

た
い
と
い
う
人
が
い
る

○
地
域
の
絆
を
ど
う
つ
く
る
か

○
自
治
会
の
新
し
い
形
を
考
え
る
時

期
が
来
た

〔
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
ど

う
対
応
す
る
か
〕

○
独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
ど
う

す
る
か

○
サ
ロ
ン
や
さ
ま
ざ
ま
な
集
い
に
参

加
す
る
人
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
い
る

が
、
家
か
ら
出
て
こ
な
い
人
は
ど
う

す
れ
ば
出
て
き
て
も
ら
え
る
か

〔
災
害
に
備
え
る
た
め
に
〕

○
市
の
備
蓄
情
報
、
防
災
情
報
を
確

実
に
伝
達
す
る
た
め
に
は

○
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
地
区
で

の
日
ご
ろ
の
人
間
関
係
づ
く
り
が
大

事
だ

〔
個
人
情
報
保
護
の
壁
の
打
破
を
〕

○
高
齢
者
な
ど
支
え
を
必
要
と
す
る

人
が
ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
わ

か
ら
な
い

○
市
、
地
域
、
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
の
歩
み
寄
り
が
重
要
だ

〔
集
い
を
支
え
る
拠
点
が
必
要
〕

○
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
子
ど
も
の

遊
び
場
、
高
齢
者
の
集
い
、
災
害
対

策
に
集
え
る
場
所
が
欲
し
い

○
地
区
の
絆
の
基
礎
と
し
て
拠
点
が

必
要

○
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
力
を
つ
な
ぐ
仲
介
役
が
必
要

地
区
の
特
性
を
反
映
し

た
課
題

〔
人
口
構
成
の
違
い
〕

○
既
に
高
齢
者
が
過
半
数
を
占
め
る

○
急
速
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

○
今
は
よ
い
が
将
来
い
っ
ぺ
ん
に
高

齢
化
し
て
く
こ
と
が
心
配

○
古
く
か
ら
の
住
民
、
昭
和
50
年
代

か
ら
の
住
民
、
最
近
入
居
し
た
住
民

の
三
層
が
あ
る

〔
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
問
題
〕

○
5
階
建
て
ま
で
の
低
層
住
宅
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い

○
高
層
だ
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま

ら
な
い
階
が
あ
り
、
足
腰
の
弱
っ
た

高
齢
者
や
車
い
す
利
用
者
の
外
出
を

阻
ん
で
い
る

〔
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
た
い
〕

○
放
射
線
情
報
を
的
確
に
流
し
て
欲

し
い

○
通
学
路
が
危
険
で
心
配

○
子
ど
も
同
士
、
大
人
同
士
の
地
域

の
絆
を
ど
う
守
る
か
（
学
区
変
更
の

あ
る
地
区
か
ら
の
意
見
）

今
後
に
向
け
て

　
座
談
会
で
は
困
り
ご
と
も
不
安
も
、

ユ
ー
モ
ア
と
知
恵
で
切
り
抜
け
て
い

く
「
白
井
な
ら
で
は
の
地
域
福
祉
を

つ
く
ろ
う
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。

〔
見
守
り
隊
は
見
守
ら
れ
隊
〕

○
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
通
学
の
安

全
を
守
る
「
見
守
り
隊
」
が
活
躍
す

る
地
区
が
あ
る
が
、
高
齢
者
自
身
も

見
守
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
る

〔
地
域
の
絆
は
あ
い
さ
つ
か
ら
〕

○
日
常
会
話
を
交
わ
す
こ
と
の
な
い

隣
人
に
も
「
お
は
よ
う
」
と
一
言
あ

い
さ
つ
を
交
わ
せ
ば
絆
の
一
歩

〔
レ
ッ
ツ
、
ゴ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〕

○
定
年
後
の
人
た
ち
が
ご
み
当
番
を

担
当
し
て
い
る
が
、
集
積
場
で
コ
ミ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
「
ゴ
ミ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う

計
画
策
定
中

　
市
地
域
福
祉
計
画
は
、
こ
の
座
談

会
で
出
さ
れ
た
意
見
の
ほ
か
市
の
統

計
資
料
や
団
体
へ
の
聴
取
も
実
施
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
取
り
入
れ
作
業

部
会
委
員
が
中
心
と
な
り
策
定
し
ま

す
。

　
計
画
を
検
討
し
素
案
を
ま
と
め
、

市
長
に
提
言
す
る
市
地
域
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
委
員
と
、
地
域
の
生
活

課
題
の
抽
出
・
分
析
・
骨
子
案
お
よ

び
素
案
の
作
成
を
す
る
市
地
域
福
祉

計
画
策
定
作
業
部
会
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

【
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
委
員
】

　
高
尾
公
矢
（
委
員
長
）、石
田
享
行
、

時
田
誠
、
森
谷
哲
郎
、
山
崎
明
、
岩

本
忠
司
、
柴
沙
智
江
、
利
根
川
一
也
、

川
村
啓
三
、
阿
部
峯
一
、
竹
内
正
一
、

山
口
善
弘
、
亀
山
二
三
男
、
長
谷
川

富
夫
、
宇
田
川
清
美

【
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
作
業
部
会

委
員
】

　
阿
部
雅
一
（
部
会
長
）、古
川
里
美
、

堀
之
内
茂
央
、
藤
澤
泰
子
、
森
田
哲

朗
、
黒
澤
昌
代
、
富
澤
真
史
、
田
口

か
す
み
、
鶴
岡
恵
美
子
、
入
江
富
士

子
、
伊
藤
嘉
勝
、
尾
潟
述
也
、
中
島

三
穂
、
柴
田
武
夫
、
市
川
温
子
、
渡

邊
聡
子
、
福
岡
幸
子
、
原
田
敏
子
、

岩
田
明
子
、
赤
松
茂
、
米
井
祐
一
、

細
川
泰
裕
、
木
村
健
始
、
河
内
孝
郎
、

中
村
賢
久

問
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
2

　
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
て
、
住
民
座
談
会
を
9
月

に
市
内
7
カ
所
で
開
催
し
、
民
生
委
員
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
自
治
会
員
、
一
般
市
民
、
作
業
部
会
委
員
（
市
民
・

市
職
員
）、
の
延
べ
1
6
1
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

白
井
と
梨

　
市
の
特
産
品
と
し
て
ま
ず
挙
げ

ら
れ
る
の
は
梨
で
す
。
白
井
は
今

世
紀
初
頭
ま
で
関
東
・
中
部
圏
最

大
の
梨
の
産
地
で
福
島
市
、
鳥
取

県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
、
佐
賀
県
伊

万
里
市
と
並
ん
で
日
本
四
大
産
地

を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
の

市
町
村
合
併
で
産
地
の
合
併
も
進

ん
だ
現
在
は
幸
水
を
中
心
と
す
る

結
果
樹
面
積
、
収
穫
量
、
出
荷
量

で
全
国
6
位
、
県
内
1
位
の
位
置

付
け
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
梨
は
古
く
か
ら
の
果
物
で
、
弥

生
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
日
本
書
紀
」

に
は
五
穀
の
助
け
に
梨
な
ど
の
植

え
付
け
が
奨
励
さ
れ
た
記
事
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
く
は
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
花
が
愛
さ
れ
、

供
物
や
贈
答
に
利
用
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
よ
う
で
、
一
般
に
食
用

と
し
て
普
及
し
た
の
は
数
多
く
の

産
地
や
品
種
が
現
れ
た
江
戸
時
代

か
ら
の
よ
う
で
す
。
白
井
を
含
め

て
梨
の
産
地
が
集
中
す
る
千
葉
県

北
部
は
、
下
総
国
と
呼
ば
れ
た
18

世
紀
後
半
に
八
幡
村
（
現
在
の
市

川
市
）
で
梨
の
商
業
的
栽
培
が
始

ま
り
、
19
世
紀
前
半
に
は
市
川
か

ら
船
橋
辺
り
の
村
々
ま
で
拡
大
し

て
下
総
は
江
戸
近
郊
で
一
番
の
梨

の
産
地
と
い
う
評
価
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
白
井
の
梨
作
り
は
、
明
治
17
年

に
中
澤
村
（
現
在
の
鎌
ケ
谷
市
）

か
ら
白
井
新
田
に
移
り
住
ん
だ
浅

海
久
松
が
明
治
38
年
（
1
9
0
5
）

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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に
始
め
た
も
の
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
当
時
の
印
旛
郡
町

村
経
済
調
査
の
記
録
が
あ
り
、
明

治
38
年
時
の
白
井
村
に
2
4
0
本

の
梨
木
と
6
0
0
貫
（
2
、  

2
5

0
㌔
㌘
）
の
生
産
高
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
梨
は
植
樹
し
て
す
ぐ
に

収
穫
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

伝
承
よ
り
古
く
か
ら
梨
作
り
が
始

ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
新
興
産
地
の
白
井
が
全
国
的
産

地
に
な
っ
た
の
は
長
く
広
大
な
山

林
が
占
め
た
歴
史
が
あ
り
、
土
地

が
樹
木
に
向
き
果
樹
栽
培
に
適
し

た
こ
と
や
、
戦
時
中
に
食
糧
増
産

命
令
で
転
作
に
応
じ
て
つ
ぶ
れ
た

産
地
が
多
い
の
に
対
し
、
梨
業
組

合
を
作
り
軍
に
供
出
す
る
こ
と
で

原
木
や
道
具
を
守
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
白
井
基
地
（
現
在

の
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
）

に
戦
後
進
駐
し
た
米
軍
の
要
求
で
、

大
き
く
畑
を
開
い
て
主
作
物
と
し

た
麦
が
米
国
余
剰
麦
の
輸
入
で
相

場
が
暴
落
し
て
困
り
、
手
間
は
か

か
る
が
米
の
3
倍
の
収
入
に
な
る

と
言
わ
れ
た
梨
作
り
へ
転
換
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
梨

作
り
に
情
熱
を
傾
け
て
研
究
を
重

ね
、
技
術
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
無

名
の
梨
農
家
達
の
努
力
が
あ
り
ま

し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3
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住民座談会

昭和20年代の梨園

2011.11.155



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

コ  

コ
ミ
セ
ン
フ
ェ
ス
タ

参
加
団
体
募
集

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
開
館
後
初
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
す
る
に
当
た
り
、
参
加
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

開
催
日
　
平
成
24
年
2
月
4
日
㈯

参
加
資
格
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
利
用
団
体
・
サ
ー
ク
ル

申
　
団
体
名
お
よ
び
連
絡
先
を
電
話

か
E
メ
ー
ル
で
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

 m
ail@
sh
iroi-co

m
10.com

へ

コ  

ら
く
ら
く
お
掃
除
講
座

　
大
そ
う
じ
の
極
意
と
コ
ツ
や
普
段

で
も
使
え
る
掃
除
の
裏
技
を
清
掃
の

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈪

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
㈲
根
本
総
業
　
根
本
政
良
さ
ん

参
加
費
　
無
料

申
　
16
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
26
日
㈯

正
午
ま
で
に
電
話
、
E
メ
ー
ル
か
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 m
ail@
sh
iroi-com

10.co

m

へ

　
工
事
期
間
中
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
予
定
期
間
　
12
月
1
日
㈭
〜
2

月
29
日
㈬

※
工
事
期
間
は
確
定
次
第
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
〜
6
、
白
井
運
動
公

園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2
2

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成

講
座

　
市
で
は
近
年
の
健
康
志
向
に
よ
り

多
様
化
し
て
き
た
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
社

会
体
育
に
つ
い
て
の
概
論
や
ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
・
指
導
論
・
医
学
・
生
理

学
な
ど
の
講
座
、
普
通
救
命
講
習
や

テ
ー
ピ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
際

の
応
急
処
置
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
実
践
を
行

い
な
が
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を

養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

結
果

　
10
月
2
日
に
実
施
し
た
白
井
梨
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
上
位
成
績
者
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　
当
日
は
マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
中
、
市

内
外
の
3
、
0
0
6
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
完
走
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
部
で
1
位
に
な
っ
た
中
学

生
男
子
3
㌔
㍍
の
清
水
誠
也
さ
ん
、

一
般
女
子
5
㌔
㍍
の
山
本
実
紀
さ
ん

は
総
合
で
も
1
位
に
な
り
ま
し
た
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

白
井
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
改
修
工
事
の
お

知
ら
せ

　
市
で
は
老
朽
化
し
た
白
井
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工
芝
を
全
面

に
わ
た
っ
て
張
り
替
え
る
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　
全
課
程
を
修
了
し
た
人
に
は
白
井

市
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
修

了
証
を
交
付
し
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
11
日
・
18
日
、
1
月
15

日
・
22
日
・
29
日
、
2
月
5
日
・
12

日
　
午
後
1
時
〜
5
時
（
各
日
曜
日
、

全
7
日
間
）

※
12
月
18
日
㈰
は
午
後
1
時
か
ら
3

時
ま
で
、
1
月
15
日
㈰
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
65
歳
未
満
の
市
内
在
住
・
在

勤
者
で
、
指
導
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
　
15
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準

に
よ
り
選
考
）

参
加
費

　
6
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
専
門
種
目
の
経
験
年
数
、

白井梨マラソン大会上位成績者

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

2㌔㍍

親子ペア 山川義希・久一
（埼玉県）

新井拓輝
高橋秀明

岡田春風
岡田龍二

本橋空海
本橋章雄

小学4～
6年生

男子 近野純一朗
（野田市） 清水碧人 高山尚哉 熊谷亘輝

女子 大上純奈
（野田市） 小林慧美 日吉愛佳 上野裕紀子

3㌔㍍
中学生男子 清水誠也

（白井市） 清水誠也 千葉大介 三島敬朗

中学生女子 西海花
（我孫子市） 石井美有 福本爽帆 本田由衣根

5㌔㍍

一般
男子

39歳以下 加藤岳志
（埼玉県） 伊藤雄史 西山仁騎 高橋功樹

40歳以上 武田和則
（印旛郡栄町） 林雄一 山本義男 岡田龍二

一般
女子

39歳以下 山本実紀
（白井市） 山本実紀 川邉陽子 矢島綾子

40歳以上 小山奈津子
（習志野市） 仲田紀子 田中和子 相馬智子

10㌔㍍

一般
男子

29歳以下 吉田徹哉
（香取市） 石井一真 押田真吾 五十畑慶一

30 ～ 49歳
以下

伊藤育生
（船橋市） 開発英洋 中里直樹 鈴木健一

50歳以上 古怒田修
（船橋市） 林雄一 中川尚久 寺園正治

一般
女子

29歳以下 長能彩美
（埼玉県） 橋一葉 菅原明佳 渡辺早妃子

30 ～ 44歳
以下

田辺美代
（千葉市） 高岡香織 岡田歩 山野井優子

45歳以上 鈴木九美子
（茨城県） 石井蘭 橋縁 萩野道代

複  

映
画
上
映
会「
嵐
が
丘
」

　
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
主
演

の
ア
メ
リ
カ
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
2
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
　
12
日
1
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス

講
座

①
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

　
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
を
す
て
き

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

実
際
に
食
事
を
食
べ
な
が
ら
テ
ー
ブ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
学
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
12
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
食
事
代
）

②
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

　
手
作
り
の
ケ
ー
キ
で
ク
リ
ス
マ
ス

を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
14
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

参
加
費
　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

②
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
体
験
講
座

　
本
物
の
花
を
美
し
い
ま
ま
長
期
間

保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
技
術
を
学
び
な
が

ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
る
も
の
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
15
日
㈭

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象

　
一
般

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
、
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
①
は
12
月
5
日
㈪
、
②
は
12
月

7
日
㈬
、
③
は
12
月
9
日
㈮
ま
で
に

参
加
費
持
参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン

タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

受
講
目
的
を
記
入
の
上
、
12
月
1
日

㈭
（
必
着
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3
4
3
4
へ

O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

2
0
1
1
イ
ベ
ン
ト

　
今
年
は
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の

助
成
を
受
け
、
東
日
本
大
震
災
被
災

者
支
援
事
業
と
し
て
卓
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
体
験

や
お
に
ぎ
り
、
芋
煮
の
配
布
な
ど
を

行
い
ま
す
の
で
楽
し
く
交
流
を
図
り

な
が
ら
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）

場
所

　
大
山
口
中
学
校

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

お
よ
び
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

人
（
自
由
参
加
）

参
加
費
　
無
料

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
「
ク
リ
ヴ
ィ

ア
」
の
歌
声
と
と
も
に
星
空
を
楽
し

め
る
大
人
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時

　
12
月
4
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
50
分

対
象

　
一
般

　
86
人
（
申
し
込
み
順
）

チ
ケ
ッ
ト
代

　
前
売
り
6
0
0
円
、

当
日
7
0
0
円

申
・
問

　
本
日
か
ら
電
話
か
直
接
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4
9
2
）
1

1
2
5
へ

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

日
時
　
12
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
・
17

日
㈯
・
18
日
㈰
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
必
ず
成
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
体
育
館
1
、
4
8
0
円
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
2
、
9
2
0
円
（
各
2
時
間

単
位
）

申
・
問

　
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

印
旛
郡
市
P
T
A
標

語
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
P
T
A
の
一

員
と
し
て
将
来
を
担
う
青
少
年
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
非
行
防
止
の

一
助
と
し
て
そ
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
や
家
庭
の
教
育
力
の
充
実
・
向
上

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て  「
健

全
育
成
に
関
す
る
標
語
」
と
「
実
践

記
録
『
我
が
家
の
家
庭
教
育
』 

」
の

2
部
門
で
、
印
旛
郡
市
P
T
A
連
絡

協
議
会
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
市
内
か
ら
応
募
さ
れ
、
入
賞

し
た
人
・
P
T
A
と
入
賞
作
品
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
「
健
全
育
成
に
関
す
る
標
語
」
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者

優
良
賞

斎
藤
勲
（
白
井
第
一
小
学
校
P
T
A
）

「
正
解
は

　
一
つ
じ
ゃ
な
い
よ

　
勇

気
持
て
」

谷
井
と
も
え
（
白
井
第
一
小
学
校
P

T
A
）

「
手
を
と
め
て
　
顔
・
耳
む
け
て
　

話
き
く
」

中
里
敏
康
（
白
井
第
一
小
学
校
P
T
A
）

「
い
つ
ま
で
も
　
子
に
恥
じ
ら
わ
ぬ

親
の
背
を
」

川
上
美
則
（
白
井
第
二
小
学
校
P
T
A
）

「
親
の
希み

る
　
夢
と
は
違
う
子
ど
も

の
未
来
」

堀
口
宮
子
（
大
山
口
小
学
校
P
T
A
）

「
我
が
息
子
　
褒
め
て
乗
り
切
る
　

反
抗
期
」

奨
励
賞 

白
井
第
一
小
学
校
P
T
A

●
実
践
記
録「
我
が
家
の
家
庭
教
育
」

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

優
秀
賞

加
藤
秀
明
（
大
山
口
小
学
校
P
T
A
）

「
我
が
家
流
、
生
活
習
慣
」

神
田
莉
愛
（
桜
台
小
学
校
P
T
A
）

「
息
子
が
母
に
か
け
た
魔
法
」

平
林
以
津
美
（
七
次
台
小
学
校
P
T
A
）

「
長
い
夏
」

渡
辺
聡
子
（
清
水
口
小
学
校
P
T
A
）

「
ひ
と
つ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
」

中
島
寿
子
（
大
山
口
中
学
校
P
T
A
）

 

「
私
の
子
育
て
　 

『
私
は
親
業
22
年

生
』  

」

中
村
順
子
（
七
次
台
中
学
校
P
T
A
）

「
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う
」

森
ま
ゆ
み
（
七
次
台
中
学
校
P
T
A
）

「
息
子
の
決
断
」

野
坂
ひ
ろ
み
（
桜
台
中
学
校
P
T
A
）

「
我
が
家
の
『
三
度
目
の
正
直
』  

」

　
堀
口
宮
子
さ
ん
の
標
語
お
よ
び
加

藤
秀
明
さ
ん
、
神
田
莉
愛
さ
ん
、
中

島
寿
子
さ
ん
の
実
践
記
録
は
県
P
T

A
標
語
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
1

福   ワイヤークラフト講座
　カラフルなワイヤーを
使って、いつもと違うク
リスマスの飾り付けを楽
しみませんか。
日 時　11月30日、12月7
日・14日・21日（各水曜日） 
 午前10時～正午（全4回）
対象　市内在住のおおむ
ね60歳以上　6人（応募
者多数の場合は抽選）
講師　日本カラーワイヤークラフト協会　認
定講師　桝井由里子さん
参加費　2,000円　
■申　11月24日㈭までに電話か直接福祉セン
ターへ

渦巻き一輪挿し
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子

ど

も

公  
作
っ
て
み
よ
う

　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
に
挑
戦
し
よ
う
。

日
時
　
12
月
3
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
3
年
生
以
上
　
10
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
26
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
ル
ー
ル
な
ど
を
や
さ
し
く
教
え
て

も
ら
え
る
の
で
、
初
心
者
で
も
大
丈

夫
で
す
。

日
時
　
12
月
3
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
12
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

お
話
し
会

　 

「
お
は
な
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
絵

本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
1
土
曜
日
　
午
前
11

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
「
結
い
の
丘

ま
き
の
は
ら
」
ま
ち
び
ら
き
イ
ベ
ン

ト
「
結
い
の
マ
ル
シ
ェ
」

　
北
総
鉄
道
印
西
牧
の
原
駅
の
北
エ

リ
ア
に
広
が
る
住
宅
地
「
結
い
の
丘

ま
き
の
は
ら
」
の
ま
ち
び
ら
き
を
記

念
し
て
秋
野
菜
の
販
売
、
気
球
に
乗

っ
て
の
街
の
探
訪
や
電
気
自
動
車
で

巡
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、

秋
の
さ
わ
や
か
な
空
の
も
と
で
地
域

と
ま
ち
の
魅
力
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
午
前
10

時
〜
午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）　  

場

所
　
牧
の
原
公
園
（
印
西
市
）
ほ
か

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
来
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費

　
無
料

問
　
結
い
の
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

運
営
事
務
局
☎
0
3
（
3
5
6
0
）

3
7
2
7
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後

5
時
）

◆
労
働
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
一
般
　
相
談
料

無
料

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〜
い
つ

か
聴
い
た
　
あ
の
歌
、
こ
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
〜

　
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
ブ
と
印
西
女
声

合
唱
団
の
合
同
で
合
唱
や
バ
イ
オ
リ

ン
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　 

場
所

　
印

西
市
文
化
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
上
甲
☎
（
4
9
1
）
1
7
7
9

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
に
、
朗
読
の

世
界
で
ほ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
2
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

場
所
　
図
書
館
2
階
研
修
室
　
入
場

料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」 

　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
D
V
D
「
太
平
洋
戦
争
」
視
聴
&

懇
談
会

　 

「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
D
V
D
を
視
聴
し
な
が
ら
懇
談

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
4
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

4
時
30
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　
参
加
費
　
無
料

問
　
白
井
平
和
委
員
会
　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
「
水
辺
の
風
景
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品
展

　
小
・
中
学
生
が
水
を
見
つ
め
、
水

に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
募
集
し
た
「
水

の
風
景
画
」
を
展
示
し
ま
す
。

高

齢

者

日
時

　
12
月
7
日
㈬
〜
11
日
㈰

　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
最
終
日

は
午
後
3
時
ま
で
）　  

場
所
　
佐
倉

市
立
美
術
館
　
入
場
料
　
無
料

問
　
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
☎
0
4
3

（
4
8
5
）
0
3
9
7

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時
　
12
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮
　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
　
場
所
　

平
岡
自
然
の
家
（
印
西
市
）　  

対
象

印
西
市
・
白
井
市
に
在
住
・
在
勤
で

防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
予

定
の
人
　
80
人
（
申
し
込
み
順
）

受
講
料
　
4
、
0
0
0
円

申
・
問

　
11
月
16
日
㈬
か
ら
11
月
18

日
㈮
ま
で
に
申
請
書
と
受
講
票
（
印

西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
お
よ
び

管
内
消
防
署
・
分
署
窓
口
、
印
西
地

区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

写
真
2
枚
（
縦
4
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）

を
貼
付
し
、
直
接
印
西
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
予
防
課
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
9
9
7
1
（
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
）  

・

  h
ttp://h

om

epag
e2.n
ifty
.com

/fire-in

zaich
ik
u
/

へ

◆
障
害
者
・
高
齢
者
の
人
権
・
法
律

1
1
0
番

　
障
害
者
や
高
齢
者
に
関
す
る
人
権

問
題
や
財
産
、
金
銭
、
家
族
な
ど
の

法
律
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
弁
護
士

が
電
話
と
フ
ァ
ク
ス
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
程
　
12
月
9
日
㈮
　
時
間
・
相
談

番
号
　
電
話
　
午
後
1
時
〜
4
時
・

☎
0
4
3
（
2
2
1
）
2
2
6
8
、

フ
ァ
ク
ス

　
午
後
1
時
〜
2
時
・
℻ 

0
4
3
（
2
2
5
）
4
8
6
0

※
前
日
ま
で
に
千
葉
県
弁
護
士
会
に

電
話
で
申
し
込
ん
だ
人
は
県
弁
護
士

会
館
（
千
葉
市
中
央
区
）
で
の
面
談

に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
フ
ァ
ク
ス
で
の
相
談
の
場
合
は
、

後
日
回
答
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
北
総
リ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会
員

募
集

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
練
習
や
演
奏
活
動

な
ど
、
音
楽
に
触
れ
合
う
機
会
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
練
習
を
見

学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

活
動
日
時

　
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）　  

入
会
金

2
、
0
0
0
円
　
月
会
費
　
2
、
0

0
0
円

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
1
）
7
4
1
8

◆
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　
狩
猟
期
間
は
毎
年
11
月
15
日
か
ら

翌
年
の
2
月
15
日
ま
で
で
す
。

　
野
外
で
活
動
す
る
場
合
は
目
立
つ

服
を
着
用
し
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る

な
ど
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
安
全
な
狩
猟
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

問
　
県
自
然
保
護
課
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
2
9
7
2

◆
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
で
す

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
農
林
水
産
業
の
使
用
労
働
者
5
人

未
満
の
個
人
事
業
者
を
除
い
て
、
労

働
者
を
1
人
で
も
使
用
す
る
事
業
主

は
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
続
き
を

し
て
い
な
い
事
業
主
は
早
め
に
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
船
橋
労
働
基
準
監
督
署
☎
0
4

7
（
4
3
1
）
0
1
8
1
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
船
橋
☎
0
4
7
（
4
3
1
）

8
2
8
7

福  

生
き
が
い
支
援
事
業

①
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
時
　
11
月
28
日
㈪
　
午
後
0
時
30

分
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
　
12
月
5
日
㈪
　
午
前
の
部

午
前
10
時
〜
　
午
後
の
部
　
午
後
1

時
〜

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
60
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
　
①
は
11
月
26
日
㈯
、
②
は
12
月

1
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　
ミ
ニ
リ
ー
ス
作
り
や
茶
話
会
（
生

ク
リ
ー
ム
使
用
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
7
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者
　
16
組
、
妊
娠
6
か
ら
8
カ
月

ま
で
の
人
　
4
人
（
い
ず
れ
も
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
12
月
3
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ク
リ
ス
マ
ス
&
シ

チ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　
サ
ン
タ
が
や
っ
て
来
る
「
お
た
の

し
み
タ
イ
ム
」
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
12
月
14
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

子

育

て

問
　
千
葉
県
弁
護
士
会
☎
0
4
3

（
2
2
7
）
8
4
3
1

　  

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
「
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」

　
森
の
恵
み
の
藤
づ
る
や
モ
ミ
の
枝
、

木
の
実
な
ど
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
10
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
決
行
）　  

場
所

　

平
塚
の
里
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
平
塚
）

対
象

　
中
学
生
以
下

　
25
人
（
申
し

込
み
順
）

※
小
学
3
年
生
以
下
の
参
加
に
は
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、

リ
ー
ス
に
飾
り
た
い
も
の
　
参
加
費

5
0
0
円
（
材
料
費
）

※
希
望
者
に
は
リ
ボ
ン
や
鈴
を
販
売

し
ま
す
。
　  

申
・
問

　
12
月
6
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
上
西
☎
（
4
9
1
）
0
6
6
0
へ

◆
ミ
ニ
交
流
会

　
白
井
国
際
交
流
協
会
で
は
「 

『
ア

メ
リ
カ
中
西
部
の
生
活
・
文
化
』
を

語
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
メ
リ
カ
出

身
の
元
白
井
市
A
L
T
（
小
・
中
学

校
の
英
語
の
授
業
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
パ
ー
カ
ー
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や

習
慣
、
実
演
を
交
え
た
音
楽
に
つ
い

て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。
日
本
語
の

通
訳
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
程

　
12
月
10
日
㈯

　
時
間

　
午
後

2
時
〜
4
時

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
佐
々
木
☎
（
4
9

2
）
9
0
6
0
へ

◆
講
演
会
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
語
っ

て
25
年
〜
い
ま
ふ
る
さ
と
が
原
発
事

故
で
〜
」

日
時

　
12
月
11
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

3
時
30
分
（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
講
師

講
談
師

　
神
田
香
織
さ
ん

　
入
場
料

無
料

　 

白   ふわふわリース作り

組
（
申
し
込
み
順
）

※
当
日
は
親
子
自
習
サ
ー
ク
ル
の
希

望
者
も
参
加
し
ま
す
。

持
ち
物
　
シ
チ
ュ
ー
皿
、
ス
プ
ー
ン
、

飲
み
物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
上
履

き参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
な
ど
）

申
　
12
月
3
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

時
〜
11
時
30
分

対
象
　
小
学
生
以
下
（
自
由
参
加
）

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　クリスマス
に備えて、羊
の毛を使った
リースを作っ
てみよう。
日 時　12月10
日㈯　午後1時30分～ 3時
対象　小学生以上　10人（申し込
み順）
持ち物　リースに飾るアクセサ
リーなど
参加費　300円（材料費）
■申　11月30日㈬までに参加費持参
の上、直接白井児童館へ

ふわふわリース

※
当
日
は
東
日
本
大
震
災
支
援
品
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

問
　
し
ろ
い
・
九
条
の
会
　
伊
藤
☎

（
4
9
1
）
8
6
0
6
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な
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら

「
遊
優
ク
ラ
ブ
」
と
名
付
け
ま
し

た
。
現
在
は
毎
月
発
行
し
て
い
る

情
報
紙
に
そ
の
名
の
名
残
り
が
あ

り
ま
す
が
、
今
で
は
「
ゆ
う
ゆ
う

く
ら
ぶ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
開
設
当
時
は
学
校
の
空
き
教
室

を
利
用
し
、
20
数
人
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
に
は
校
庭

の
一
角
に
市
が
独
立
し
た
建
物
を

建
設
し
、
今
年
の
7
月
ま
で
現
在

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

沿道の声援を受けながら

秋
澄
め
る
若
き
庭
師
の
眼
か
な

秋
の
月
よ
り
そ
う
湯
呑
み
影
ふ
た
つ

秋
日
和
風
が
青
き
を
運
び
け
り

秋
深
し
家
路
を
急
ぐ
靴
の
音

歩
く
こ
と
己
に
課
し
て
秋
迎
う

い
つ
ま
で
と
日
本
酒
飲
ん
で
暑
気
払
い

音
も
無
く
秋
雨
に
け
む
る
狛
犬
よ

ゴ
ウ
ヤ
植
え
み
ど
り
の
日
除
け
広
げ
け
り

九
重
の
錦
も
か
く
や
山
燃
え
る

逆
さ
富
士
湖
面
に
浮
か
ぶ
雪
の
麗

里
山
の
藪
は
風
生
み
衣
被

散
歩
路
や
裾
に
戯
れ
つ
く
落
葉
か
な

月
の
雨
ジ
ャ
ズ
も
咽
ぶ
よ
駅
前
に

デ
イ
の
午
后
ウ
た
ゝ
ね
時
の
ひ
る
休
み

年
迫
る
迫
り
く
る
死
の
影
月
の
影

豊
の
秋
黄
金
の
波
の
賑
は
ひ
し

鳥
渡
る
夫
の
墓
よ
り
孫
の
墓

菜
種
蒔
く
遠
く
か
ら
雨
風
に
ほ
ふ

花
嫁
の
眩
し
き
ブ
ー
ケ
天
高
し

眼
差
し
の
あ
り
方
ひ
と
つ
秋
澄
み
ぬ

間
引
菜
が
料
理
の
一
品
引
立
て
る

ま
る
い
月
あ
お
い
ぞ
き
ょ
う
も
ゆ
う
散
歩

曼
珠
沙
華
と
う
に
超
し
た
る
母
の
齢

見
え
ね
ど
も
金
木
犀
を
通
り
過
ぐ

身
八
ツ
口
ち
ら
り
の
ぞ
か
せ
秋
を
舞
う

虫
時
雨
や
が
て
記
憶
と
な
り
に
け
り

一
陣
の
風
巻
き
起
こ
し
走
り
去
る

　
　
　
ダ
ン
プ
の
あ
と
に
降
り
積
む
枯
れ
葉

嬉
し
や
な
あ
な
嬉
し
や
な
我
が
市ま
ち

に

　
　
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
住
め
り

行
商
の
母
の
財
布
に
手
を
付
け
て

　
　
　
コ
ロ
ッ
ケ
買
っ
た
遠
い
日
の
傷

キ
リ
タ
ン
ポ
秋
田
仕
込
み
の
家
族
版

　
　
　
長
女
孫ま

ご娘
ら
と
つ
く
り
し
昨
夜

台
風
に
葉
の
な
く
な
り
し
朝
顔
が

　
　
　
朝
々
花
を
咲
か
せ
た
く
ま
し

な
つ
か
し
き
も
の
に
会
い
た
る
心
地
し
て

　
　
　
今
年
も
蕾
を
つ
け
曼
珠
沙
華
　

鉢
植
ゑ
の
り
ん
だ
う
求
め
水
差
せ
ば

　
　
　
姉
浄
め
た
る
過
ぎ
し
日
浮
か
ぶ

葉
の
落
ち
し
紅
葉
の
高
樹
に
ゆ
ら
り
と
咲
く

　
　
　
薄
水
色
の
朝
顔
の
花

老
化
と
は
淋
し
き
言
葉
化
け
の
字
に

　
　
　
草
か
ん
む
り
で
花
に
替
え
た
し

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

冨
士

　
　
　
福
加
あ
け
み

堀
込

　
　
　
渡
辺
岩
夫

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

冨
士

　
　
　
丸
山
文
子

冨
士

　
　
　
今
野
吉
信

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

桜
台
　
　
　
土
山
勝
實

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

神
々
廻
　
　
髙
橋
勲
次
郎

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

西
白
井
　
　
山
本
幸
恵

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

堀
込
　
　
　
上
條
さ
つ
き

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

桜
台

　
　
　
山
田

　
明

池
の
上

　
　
関
根
千
浪

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

掘
込
　
　
　
名
越
た
て
み

池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

根
　
　
　
　
印
南
満
子

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
学
童
保
育
所
は
仕
事
を
し
て
い

る
保
護
者
の
児
童
が
、
学
校
の
放

課
後
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所

で
す
。
学
校
で
は
先
生
た
ち
が
、

子
ど
も
と
接
し
て
そ
の
成
長
の
手

助
け
を
し
ま
す
が
、
学
童
保
育
所

で
は
、
指
導
員
が
そ
の
任
に
当
た

り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、
か

つ
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　
白
井
第
三
学
童
保
育
所
（
通
称

白
井
第
三
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
）
は

白
井
第
三
小
学
校
の
敷
地
内
に
あ

り
、
現
在
は
1
年
生
か
ら
6
年
生

ま
で
の
71
人
が
、
放
課
後
か
ら
午

後
5
時
30
分
ま
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
仕
事
の
都
合
で
、
午
後
5
時

30
分
ま
で
迎
え
に
く
る
こ
と
が
で

き
な
い
家
庭
の
た
め
に
、
今
年
か

ら
午
後
7
時
ま
で
の
延
長
保
育
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
土
曜
日
を
含

め
、
夏
休
み
な
ど
学
校
の
長
期
休

校
時
は
、
午
前
8
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
ま

す
。

　
白
井
第
三
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
の

生
い
立
ち
は
平
成
8
年
に
す
で
に

就
学
し
て
い
る
子
の
保
護
者
と
、

ま
だ
未
就
学
の
子
の
保
護
者
の
2

人
が
、
放
課
後
の
自
分
た
ち
の
子

ど
も
の
過
ご
し
方
を
心
配
し
、
1

年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
準
備
し

設
立
し
た
も
の
で
、
学
童
保
育
所

で
た
く
さ
ん
遊
ん
で
優
し
い
子
に

た
が
、
何
と
言
っ
て
も
新
し
さ
に

は
勝
て
ず
、
新
し
い
学
童
保
育
所

で
過
ご
せ
な
い
子
ど
も
に
は
、
不

満
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
そ
の
不
満
を
解
消
し

て
行
く
か
が
、
大
き
な
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　
学
童
保
育
所
の
良
い
所
は
、
異

学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
過

ご
し
て
お
り
、
お
の
ず
と
上
級
生

の
良
い
所
を
学
べ
る
こ
と
で
す
。

逆
に
悪
い
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
成
長
期

の
一
つ
の
出
来
事
と
し
て
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
も
理
解
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
学
校

を
始
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
学
童
保
育
所
を
目
指
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

学  

童  

保  

育  

所  

⑧

白
井
第
三
学
童
保
育
所

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

の
施
設
（
現
在
の
第
1
学
童
）
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
第

三
小
学
校
区
は
住
宅
が
急
激
に
増

え
、
こ
れ
に
伴
い
児
童
数
も
増
え
、

学
童
保
育
所
で
も
利
用
希
望
者
が

増
加
し
、
市
は
今
年
8
月
に
第
2

学
童
保
育
所
と
し
て
、
現
在
の
建

物
に
隣
接
し
て
約
1
・
5
倍
の
大

き
さ
の
建
物
を
建
設
し
、
9
月
か

ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
約
1
カ
月
の
建
設
期
間
中
は
、

体
育
館
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
冷
房
設

備
の
無
い
中
で
も
普
段
の
学
童
で

は
制
約
さ
れ
て
い
た
遊
び
が
思
い

切
り
で
き
て
、
子
ど
も
た
ち
も
元

気
に
体
育
館
で
の
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
第
1
、
第
2
学
童
に
分

か
れ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
過
ご
し
て
き
た
建
物
に
は
、

そ
れ
な
り
の
良
い
所
も
あ
り
ま
し

太鼓や笛の音色に心踊らされて
　10月16日、冨士地区で栄区みこし祭りが開催されました。この祭り
は栄区が地域の振興を図るため開催しているもので、今年で23回の開
催になります。祭りでは同地区の八幡神社に奉納されているみこしを
借り受け、子どもみこしや山車の引き回しとともに冨士地区の住宅街
を練り歩きました。
　参加した皆さんは法被を着込み、みこしを担いだり山車を引いたり、
山車の上には太鼓や笛の音色とともにおはやしに合わせておかめや

ひょっとこがひょうきんな踊り
を披露し、沿道で眺める市民を
楽しませていました。古くは五
穀豊穣を願って行われていた祭
りも、現在は家内安全や子ども
たちの健やかな成長への願いや
感謝に変化しているようですが、
伝統的な行事はいつまでも残し
ておきたいものです。

号砲とともにスタートする選手たち

威勢良い掛け声とともに練り歩くみこし

　10月2日に白井運動公園で白井
梨マラソン大会が開催されまし
た。大会には市民ランナーを始
め市内外から約3,000人が参加し、
さわやかな汗を流すとともに市
特産の梨に舌鼓を打ちました。
　今回はアルペンスノーボード
でソチ冬季オリンピック出場が
期待されている野藤優貴さん（清

水口在住）も10キロコースに参加し、大会に華を添
えました。
　また動物や梨などをモチーフにした着ぐるみを着
て参加する「仮装ランナー」たち。今年は隣接市か
ら参加した新郎新婦ランナーが結婚式の衣装で参加。
友人や同僚たちもそれぞれ結婚式の正装で参加し、
沿道の応援者から祝福のエールを受けていました。 新たに建設された学童保育所

ゴールする野藤さん


